理由が 薄弱になります。 この 創造 能力 を 用いて、 自存、 

自労、 自活、 自営の 生活 を 建設して こそ 初めて 堅実な 

積極的の 文化 生活 者と 称する ことが 出来る と 思います。 

この 創造 能力 は 一 切の 人類が 個性と して 具有して い 

る ものであって、 これ を 実際に 用いて 生活の あらゆる 

体系 —— 個人 生活、 家庭生活、 国民生活、 世界 生活 I 

I に 新しい 創造 を 試みた るた めに、 人間 は 如何なる 自 

己 以外の 権力に も 圧倒され ないだ けの 「自由 独立の 権 

利」 を 持って います。 例えば 教育の 自由、 思想の 自由、 

言論の 自由、 職業の 自由の 類が それです。 また、 この 

創造 能力 を 用いて あらゆる 生活の 体系に 貢献す るた め 



国家の 政治に 参与す る 権利に おいて は 不平等な 待遇 を 

受けねば ならないで しょうか。 

国家 は 国民 全体の 勤務に 依って 支持され て 行く もの 

です。 国家 は 国民 全体の 協力の 中に 生存し 発達して 行 

くもので す。 一 旦 緩急 あれば 義勇 を 以て 公 (即ち 国家) 

に 奉ずる のみならず、 個人が 日々 の 勤労 は 直接 または 

間接に 国家の ために 計って いるので す。 民主主義の 家 

庭 は、 その 家長の 専制に 依って 家政 を 決する ことなく、 

必ず 家庭 の 協同 員た る 独立の 人格 を 持った 年頃 の 家族 

と共に 公平に 合議して 決せねば ならぬ 如く、 国家の 政 

治 もまた 国民 全体の 意志に K つ て 決する ことが、 合理 



になります。 従来の ように 直接 国税 拾 円 を 選挙 資格と 

すると、 国民の 中から 参政権 を 持つ 者は纔 かに 百 四十 

二 万 二 千 百 十八 人 (大正 六 年) を 数える に 過ぎず、 こ 

れを 今度 憲政 会から 提出した 改正案の ように 納税額 を 

武 円に 引下げた としても、 この 倍数で ある 三百 万人 内 

外の 選挙 有権者 を 得る に 止まって います。 かような 少 

数の 人数に 由って 選挙され た 衆議院議員が 国民 全体の 

政治的 代表者と いわれな いこと は 弁ずる まで も ありま 

せん。 

納税額 を 標準と する 選挙法の 第一 の 不合理 はこの 点 

にあります。 それ は 百 五十 万 乃至 三百 万人の 有産階級 



化 生活に 対する 平等の 権利 は 婦人に も 分配され るべき 

もの だと 思います。 否、 それ は 婦人に おいても 男子と 

同じく 固より 享 得して いる 権利です。 唯 だ 私たち は そ 

の 権利の 回復 を 要求 すれば 好い の だと 思います。 

民主主義の 世界に は 男尊女卑 主義の 道徳 は 許され ま 

せん。 国民と しての 存在に 男子と 婦人との 優劣 を 認め 

る 時代 は 過ぎ去りました。 国家に 奉仕す る 義務の 負担 

者と して、 愛国者と して、 創造 能力 を 保有す る 個人と 

して、 婦人の 分担す る 所 は 男子と 全く 平等の 位地に あ 

リ ま ^9 

普通選挙と い えば、 当然 そ の うちに 男女の 参政権が 



含まれて いるものと 私 は 考えたい のです。 この 権利の 

要求から 婦人 を 除外す る こと は、 婦人 を 非国民 扱いに 

し、 低能 扱いに する もの だと 思います。 決して 徹底し 

た 普通選挙 とはい われません。 もし 男子の みに 限られ 

た 普通選挙が 実施され ると すれば、 選挙 有権者 は —— - 

一 一十 五 歳 以上の 男子と して —— 千 一 一 百 八十 三 万 九 千 六 

十二 人 を 数え、 現在の 有権者 数に 比べる と 非常に 増加 

する に 違いありません が、 これに 二十 五 歳 以上の 婦人 

を 加える ことが 出来たら、 男女 合せて ほぼ これの 倍数 

である 式 千 五 百万 を 計上す る ことにな り、 我国 総人口 

の 約 四 割、 現在 有権者 数の 約 十七 倍に 当ります。 そう 



「満ー 一十 五 歳 以上の 日本人 は 男女の別 なく 一 斉に選 

挙権を 享有す る こと」、 私の 要求す る 普通選挙 はこれ 

です。 婦人の 参政権 を 除外した 普通選挙 は、 政治 を以 

て 全日 本人の 政治たら しめよう とする 愛と 理性に 

富 ん だ —— 真 の 民主 主 義者 をし て 満足せ しめません。 

私 は 皆さんの 徹底した 御 努力 を、 特に 日本 婦人の 現 

在の 立場から 祈ります」 二 九 一 九 年 二月) 

(『婦人 公論』 一 九 一 九 年 三月) 
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